
＜地域学校協働活動の事例＞

体験活動 英語教室項　目

⑬神河町 土曜日の教育活動

参加者数
（平成29年度）

２０名

実施にあたっての
工夫

　参加者を２０名程度までとし、小
学校の授業よりも外国語教師や指
導員との距離を近くしている。
　プログラムの最後には人前で英
語を発表する場を設け、人前で英
語を話すことに慣れるための場を
設ける。

　神河町の歴史を知る人材やコー
ディネーターと内容を十分に協議し
てプログラムを決定している。
町内全小学校区を対象としてお
り、校区を越えた友達ができる。

　小学生を対象に、町内の名所や
観光施設を訪れ、自らの体験活動
を通じて町内の豊かな自然や歴史
を感じ取ることによって、郷土愛の
醸成を図る。

　外国人教師（県内ＡＬＴ）やＮＰＯ
法人ＧＡＴＥ（小学校英語活動支援
団体）を活用し、小学生を対象とし
て英語に楽しく触れ合う場を設け、
中学生からの英語活動にスムーズ
に移行できる環境を提供する。

活動の概要

６３名

成　　果

　授業後の感想カードには、「英語
が少し言えるようになった。」、「楽
しく英語を勉強できた。」等の意見
が多数見られた。保護者アンケー
トでも「楽しそうに英語を学んでい
る。」という声が多かった。

　参加者から「この場所には来たこ
とがない」という声が多く聞かれ、
活動を通じて故郷のことを知るきっ
かけとなっている。参加者も前年よ
りも１３名増加。

課　　題
　月１回の開催なので、実施日の
期間が空き、英語力を定着させる
ことが難しい。日程の再考が必要。

　本事業は今年で３年目となり、年
間１０回のプログラムを実施してい
るため、新しい活動場所・内容がな
くなってきている。

【町内の茶園でお茶摘み体験】 【英語ゲームを使ったｸﾘｽﾏｽ会】

様　　子


